
開港

江戸幕府滅亡

尊王攘夷
運動

アメリカ
南北戦争

物価騰貴

倒幕運動

明治維新

大日本帝国憲法発布

自由民権
運動

日清戦争

日露戦争
韓国保護国化

満州進出

韓国併合

台湾領有

法権の
回復

初期議会

条
約
改
正
交
渉

産
業
革
命藩閥政府と

民党の対立

藩閥政府と
民党の提携

立憲体制の確立
内閣制度

日清修好条規

日朝修好条規

樺太・千島
交換条約

琉球処分

諸制度の改革 文
明
開
化

桂園時代

労
働
運
動

社
会
主
義
運
動

朝鮮王朝 清

大韓帝国

ペリー来航

日英同盟

税権の回復

義和団戦争日本の帝国主義化

ドイツ帝国
成立

欧
米
列
強
の
世
界
進
出
・
帝
国
主
義
政
策

列強による中国分割

朝鮮半島 中国 欧 米

第 2次
アヘン戦争

清仏戦争甲申事変

三国同盟

シベリア
鉄道着工

壬午軍乱

三国協商

江華島事件
征韓論政変

薩長連合 世直し一揆
打ちこわし

攘夷運動

幕府の権威低下

辛亥革命

ロシアの進出

欧米文化・諸制度の導入

西南
戦争

漸次立憲
政体樹立
の詔

家慶

家定

家茂

慶喜

時代 西暦 将軍

伊藤博文

黒田清隆

山県有朋

江
　
戸

明
　
治

総理大臣

松方正義

伊藤博文

松方正義
伊藤博文
大隈重信

伊藤博文

桂太郎

西園寺公望

桂太郎

山県有朋

社会主義運動「冬の時代」

日米和親条約
日米修好通商条約

日 本 の 近 代 ・ 明 治 期

藩閥と
立憲政友会
の妥協・対立

p.146-1（１）

1860

1870

1880

1890

1900

1910



桂園時代 清

ロシア
十一月革命

欧
米
列
強
の
帝
国
主
義
政
策

朝鮮半島 中国 欧米・その他

ソ連
成立

辛亥革命

世界恐慌

時代 西暦

第１次護憲運動

第一次世界大戦

第２次護憲運動

「憲政の常道」期

大正デモクラシー
中華民国

韓国併合

民族運動の高まり
三・一独立
運動

ワ
シ
ン
ト
ン
体
制

ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
体
制

シベリア出兵

二十一か条
の要求

米騒動

関東大震災

社会運動の高まり

社会主義運動
の復活

普通選挙制
治安維持法

満州事変

日中戦争

アジア太平洋戦争

第二次世界大戦

幣原外交

国
共
内
戦

国際連盟脱退

軍部の台頭

フ
ァ
シ
ズ
ム
の
台
頭

挙国一致内閣

新体制運動

二・二六事件

満
州
国

日米
交渉

共産党弾圧

非政党内閣

軍国主義の進展

日独伊三国
防共協定

五・一五事件

国民精神総動員運動

枢軸国の進攻

連合国の反撃

枢軸国の降伏

五・四運動

明
　
治

大
　
正

昭
　
和

桂太郎

西園寺公望
桂太郎

山本権兵衛

大隈重信

寺内正毅

原　敬

高橋是清

加藤友三郎
山本権兵衛
清浦奎吾

加藤高明

若槻礼次郎

田中義一

浜口雄幸

若槻礼次郎
犬養毅

斎藤実

岡田啓介

広田弘毅
林銑十郎

近衛文麿

平沼騏一郎
阿部信行
米内光政

近衛文麿

東条英機

小磯国昭

鈴木貫太郎

総理大臣

本格的政党内閣
の成立

パリ不戦
条約張作霖

爆殺

軍縮・国際協調

国際連盟設立

第２次
国共合作

大戦
景気

戦後
恐慌

戦後
景気

震災
恐慌

金融
恐慌

昭和
恐慌

金解禁

金輸出
再禁止

重化学
工業の
進展

南進論の高まり
戦略物資の需要

社会主義運動
「冬の時代」

憲政会と立憲政友会
の二大政党

憲政会（立憲民政党）
と立憲政友会による
政党内閣

立憲政友会

大政翼賛会結成

国家総動員法

文
化
の
大
衆
化

日 本 の 近 代 ・ 大 戦 期

p.146-1（２）

1910

1915

1920

1925

1930

1935

1940

1945



p.146-1（３）

1945

経済再建策

世界金融危機

中東地域での
民主化運動

朝鮮半島 中国 欧米・その他

9.11 同時多発
テロ事件

東日本大震災

時代 西暦

民主化政策

朝鮮戦争

安定成長

占領政策の転換

ベ
ト
ナ
ム
戦
争
ドル - ショック

冷戦終結

テ
ロ
事
件
の
頻
発

非自民党の連立政権

民主党政権

「雪解け」
アジア・アフリカ会議

自民党中心の
連立政権

日米安全保障条約
主権回復

日米新安全
保障条約

沖縄返還

日韓基本条約

日中共同声明

日ソ共同宣言
国際連合加盟

中華民国

沖
縄
の
祖
国
復
帰
運
動

55 年体制
高度経済成長

公
害
問
題

「所得倍増」

革新自治体の拡大

「日本列島改造」
第 1 次石油危機

バブル経済

新自由主義

デタント

大
韓
民
国

朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国

地
域
紛
争
の
多
発

地
域
統
合
の
う
ご
き

日米貿易摩擦

冷戦体制

平
和
運
動
の
高
ま
り

自由民主党結成
社会党統一

中
華
人
民
共
和
国

（
台
湾
）

平成不況

格
差
社
会
の
進
行

新自由主義的
構造改革

PKO協力法成立

阪神・淡路大震災

日朝平壌宣言

自民党中心の連立政権

デ
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
進
行

景気回復

景気
悪化

第 2 次石油危機

円高の進行

生
活
水
準
の
向
上

変動為替相場制

昭
　
和

平
　
成

鈴木貫太郎
東久邇宮稔彦

幣原喜重郎
吉田茂
片山哲
芦田均

吉田茂

鳩山一郎

石橋湛山

岸信介

池田勇人

佐藤栄作

田中角栄

三木武夫

福田赳夫

大平正芳

鈴木善幸

中曽根康弘

竹下登
宇野宗佑

海部俊樹

宮沢喜一
細川護熙
羽田孜
村山富市

橋本龍太郎

小渕恵三
森嘉朗

小泉純一郎

安倍晋三

安倍晋三

福田康夫
麻生太郎
鳩山由紀夫
菅直人
野田佳彦

小磯国昭

特需景気

経済的自立へ
日本国憲法制定

終　戦
総理大臣

新たな冷戦

国
際
社
会
へ
の
復
帰

自
民
党
の
派
閥
抗
争

「戦後政治の総決算」

日米同盟の強化

「経済大国」へ

ソ連の消滅

南北首脳会談南北首脳会談

国
際
貢
献
・
有
事
法
制
の
整
備

グローバル化の進展

日 本 の 現 代

令
和 菅義偉

アベノミクス

日米防衛協力指針改定

新型コロナウイルス感染症の世界的流行

1950

1960

1970

1980

1990

2000

2010

2020


